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は
じ
め
に

　

旧
約
聖
書
の
『
士
師
記
』
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
カ
ナ
ン
の
地
に
定
住
し
て
か
ら
王
国
を
成
立
さ
せ
る
前
ま
で
の
時
代
に
つ
い
て
物

語
る
。
そ
こ
で
は
、
周
辺
の
諸
民
族
と
の
抗
争
の
中
で
、「
士
師
」
と
呼
ば
れ
る
民
の
指
導
者
た
ち
の
活
動
が
描
か
れ
て
お
り
、
中
で
も

五
章
に
は
、「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
と
呼
ば
れ
る
詩
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
カ
ナ
ン
軍
の
長
シ
セ
ラ
に
対
す
る
デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク
の
勝
利
と
、

ケ
ニ
人
ヘ
ベ
ル
の
妻
ヤ
エ
ル
の
手
に
よ
る
シ
セ
ラ
殺
害
を
語
る
こ
の
歌
は
、
旧
約
聖
書
の
中
で
、
最
も
難
解
な
テ
ク
ス
ト
の
一
つ
に
数
え

入
れ
ら
れ
る
。
ま
た
こ
の
歌
の
直
前
の
四
章
に
は
、
同
じ
出
来
事
を
散
文
の
形
で
報
告
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
を
旧

約
聖
書
の
他
の
テ
ク
ス
ト
と
の
関
連
の
中
で
捉
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
間
テ
ク
ス
ト
性
」（Intertextuality

（
（
（

）
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
は
、

こ
の
先
行
す
る
『
士
師
記
』
四
章
の
散
文
に
よ
る
記
述
と
の
比
較
分
析
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
作
業
で
あ
る
。
あ
る
一
つ
の
同
じ
事
柄

に
つ
い
て
の
報
告
が
前
後
の
章
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
散
文
と
詩
文
と
い
う
文
体
的
な
相
違
以
上
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
が
目
指
す
の
は
、『
士
師
記
』
五
章
の
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
を
四
章
の
散
文
に
よ
る
報
告
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
詩

文
を
生
み
出
し
た
詠
い
手
の
特
性
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

論
　
　
　
　
文

「
デ
ボ
ラ
の
歌
」（
士
五
2
─
31
ａ
）
に
お
け
る
「
間
テ
ク
ス
ト
性
」

山
吉
智
久
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一　

テ
ク
ス
ト

　
『
士
師
記
』
五
章
の
詳
し
い
分
析
の
た
め
に
、
ま
ず
は
マ
ソ
ラ
本
文
（BH

S

）
の
日
本
語
訳
テ
ク
ス
ト
を
示
す
。
本
箇
所
の
マ
ソ
ラ
本

文
に
は
、
旧
約
聖
書
中
に
一
度
し
か
現
れ
な
い
語
（hapax legom

ena

）
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
語
意
や
文
意
の
詳
細

が
定
か
で
は
な
い
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
本
文
批
評
的
に
議
論
の
あ
る
箇
所
や
、
文
法
的
、
語
彙
的
な
説
明
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

注
に
て
論
じ
る
。
な
お
、
訳
文
中
に
お
け
る
〈　

〉
は
、
マ
ソ
ラ
本
文
を
読
み
替
え
た
箇
所
を
表
す
。

1　

そ
の
日
、
デ
ボ
ラ
と
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
バ
ラ
ク
は
歌
っ
て
、
言
っ
た
。（

（
（

 

2　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
、
伸
ば
し
た
髪
を
ほ
ど
く
ゆ
え
に
、（

（
（

　
　

民
が
す
す
ん
で
身
を
さ
さ
げ
る
ゆ
え
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
祝
福
せ
よ
。

3　

聞
け
、
王
た
ち
よ
、
耳
傾
け
よ
、
君
主
た
ち
よ
。

　
　

私
こ
そ
は

（
（
（

ヤ
ハ
ウ
ェ
に
、
私
こ
そ
は
歌
う
。

　
　

私
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
ほ
め
歌
う
。 

4　

ヤ
ハ
ウ
ェ
よ
、
あ
な
た
が
セ
イ
ル
か
ら
出
で
立
つ
と
き
、

　
　

あ
な
た
が
エ
ド
ム
の
野
か
ら
進
み
出
る
と
き
、 

　
　

地
は
震
え
、
天
も
滴
ら
せ
た
。（

（
（

雲
も
滴
ら
せ
た
、
水
を
。 

5　

山
々
は
流
れ
出
た
、（

（
（

ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
で
。

　
　

そ
れ
は
シ
ナ
イ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
前
で
。 

6　

ア
ナ
ト
の
子
シ
ャ
ム
ガ
ル
の
時
代
、
ヤ
エ
ル
の
時
代
に
、
途み

ち

は
絶
え
た
。
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径み
ち

を
行
く
者
た
ち
は
曲
が
り
く
ね
っ
た
途み

ち

を
行
く
。（

（
（

 
7　

開
け
た
地
の
住
民
た
ち

（
（
（

は
絶
え
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で
、
彼
ら
は
絶
え
た
。 

　
　

あ
な
た
、
デ
ボ
ラ
が
立
つ
ま
で
。（

（
（

あ
な
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母
が
立
つ
ま
で
。 

8　

神
は
新
し
い
者
た
ち
を
選
ぶ
。（

（1
（

そ
の
と
き
、
城
門
に
は
戦
い

（
（1
（

が
あ
り
、

　
　

盾
も
槍
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
四
万
人
に
は
。 

9　

わ
が
心
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
指
揮
者
た
ち
に
、 

　
　

こ
の
民
の
す
す
ん
で
身
を
さ
さ
げ
る
者
た
ち
に
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
祝
福
せ
よ
。 

10　

白
い
雌
ロ
バ

（
（1
（

に
乗
り
、
衣
の
上
に
座
し
て
、
道
を
行
く
者
た
ち
よ
、
嘆
美
せ
よ
。（

（1
（

 

11　

水
汲
み
場

（
（1
（

で
配
る
者
た
ち
の
声
よ
り
も
大
き
く
、
そ
こ
で
う
た
え
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
義
を
。

　
　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
開
け
た
地
の
住
民
た
ち
の
義
を
。 

　
　

そ
の
と
き
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
民
は
城
門
に
下
っ
た
。 

12　

起
き
よ
、
起
き
よ
、
デ
ボ
ラ
よ
、
起
き
よ
、
起
き
よ
、
歌
を
語
れ
。（

（1
（

 

　
　

立
て
、
バ
ラ
ク
よ
、
あ
な
た
の
捕
虜
た
ち
を
連
行
せ
よ
、
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
よ
。 

13　

そ
の
と
き
、
逃
れ
出
た
者

（
（1
（

は
、
貴
人
た
ち
の
も
と
に
〈
下
っ
た
〉。（

（1
（

 

　
　
〈
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
民
〉（

（1
（

は
、
私
の
も
と
に
〈
下
っ
た
〉、
勇
士
た
ち
の
も
と
で
。 

14　

エ
フ
ラ
イ
ム
か
ら
は
、
ア
マ
レ
ク
に
そ
の
根ね

が
あ
る
者
た
ち
が
、（

（1
（ 

　
　

あ
な
た
の
後
ろ
に
は
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
が
あ
な
た
の
民
と
共
に
。 

　
　

マ
キ
ル
か
ら
は
、
指
揮
者
た
ち
が
下
っ
た
。 

　
　

そ
し
て
ゼ
ブ
ル
ン
か
ら
は
、
書
記

（
（2
（

の
杖
を
運
ぶ
者
た
ち
が
。 
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15　

イ
サ
カ
ル
の
わ
が
官
吏
た
ち

（
（2
（

は
デ
ボ
ラ
と
共
に
、 

　
　

そ
し
て
イ
サ
カ
ル
、
ま
た
バ
ラ
ク
も
、
平
野
に
、
彼
は
徒
歩
で

（
（2
（

遣
わ
さ
れ
た
。 

　
　

ル
ベ
ン
の
士
族
で
は
、
心
の
定
め

（
（2
（

が
大
き
か
っ
た
。 

16　

な
ぜ
、
あ
な
た
は
二
重
の
囲
い

（
（2
（

の
間
に
座
っ
て
い
た
の
か
、
群
れ
を
導
く
笛
を
聞
く
た
め
に
。 

　
　

ル
ベ
ン
の
士
族
に
は
、
心
の
探
り
が
大
き
か
っ
た
。 

17　

ギ
レ
ア
ド
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
向
こ
う
側
に
居
続
け
た
。 

　
　

そ
し
て
ダ
ン
は
、
な
ぜ
舟
に
留
ま
る
の
か
。 

　
　

ア
シ
ェ
ル
は
、
海
辺
に
座
し
、
そ
の
波
止
場
に
居
続
け
る
。 

18　

ゼ
ブ
ル
ン
は
、
そ
の
い
の
ち
を
死
に
賭
し
た
民
。 

　
　

そ
し
て
ナ
フ
タ
リ
は
、
野
の
高
み
の
上
に
。 

19　

王
た
ち
は
や
っ
て
来
て
、
戦
っ
た
、
そ
の
と
き
、
カ
ナ
ン
の
王
た
ち
は
戦
っ
た
、 

　
　

メ
ギ
ド
の
水
上
の
、
タ
ナ
ク
で
。
彼
ら
は
銀
一
片
も
取
ら
な
か
っ
た
。 

20　

天
か
ら
は
戦
っ
た
、
星
々
が
、
そ
れ
ら
の
軌
道
か
ら
、
シ
セ
ラ
と
戦
っ
た
。 

21　

キ
シ
ョ
ン
川
は
、
彼
ら
を
流
し
去
っ
た
。
太
古
の
川
、
キ
シ
ョ
ン
川
。 

　
　

歩
め
、
わ
が
い
の
ち
よ
、
力
強
く
。 

22　

そ
の
と
き
、
馬
の
踵か

か
とは

打
っ
た
。
疾し

っ
く駆

、
（
（2
（

そ
の
強つ

わ

者も
の

た
ち

（
（2
（

の
疾
駆
に
よ
っ
て
。 

23　
「
メ
ロ
ズ
を
呪
え
」、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
使
者
は
言
っ
た
、「
そ
の
住
民
を
激
し
く
呪
え
」。 

　
　

彼
ら
は
や
っ
て
来
な
か
っ
た
か
ら
だ
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
を
助
け
る
た
め
に
、 

　
　

ヤ
ハ
ウ
ェ
を
助
け
る
た
め
に
、
勇
士
た
ち
の
も
と
で
。 
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24　

祝
福
さ
れ
よ
、
女
た
ち
の
中
で
も
、
ヤ
エ
ル
、
ケ
ニ
人
ヘ
ベ
ル
の
妻
は
。 

　
　

天
幕
の
女
た
ち
の
中
で
も
、
祝
福
さ
れ
よ
。

25　

水
を
彼
は
求
め
、
ミ
ル
ク
を
彼
女
は
与
え
た
。
貴
人
た
ち
の
鉢
で
、
凝

ぎ
ょ
う

乳に
ゅ
うを

差
し
出
し
た
。 

26　

彼
女
は
そ
の
手
を
杭
に
伸
ば
し
た
、
そ
の
右
手
を
職
人
た
ち
の
槌

（
（2
（

に
。 

　
　

彼
女
は
シ
セ
ラ
を
打
っ
た
、
彼
の
頭
を
打
ち
砕
い
た
。 

　
　

彼
女
は
打
ち
壊
し
、
彼
の
こ
め
か
み
を
貫
い
た
。 

27　

彼
女
の
両
足
の
間
に
、
彼
は
く
ず
お
れ
、
倒
れ
て
、
横
た
わ
っ
た
。 

　
　

彼
女
の
両
足
の
間
に
、
彼
は
く
ず
お
れ
、
倒
れ
た
。 

　
　

く
ず
お
れ
た
そ
の
場
所
で
、
彼
は
倒
れ
て
、
荒
れ
果
て
た
。（

（2
（

 

28　

窓
（
（2
（

か
ら
、
眺
め
下
ろ
し
て
、
シ
セ
ラ
の
母
は
喚わ

め

い
た

（
（3
（

、
格
子
窓
か
ら
。 

　
　
「
な
ぜ
も
た
つ
い
て
い
る
の
か
、
彼
の
戦
車
は
、
や
っ
て
来
る
こ
と
に
。 

　
　

な
ぜ
遅
い
の
か
、
彼
の
戦
車
の
歩
み
は
」。 

29　

彼
女
の
女
官
吏
た
ち
の
最
も
賢
い
者
た
ち

（
（3
（

は
、
彼
女
に
答
え
る
。 

　
　

ま
た
彼
女
も
、
彼
女
へ
の
言
葉
を
繰
り
返
す
。 

30　
「
彼
ら
は
、
見
つ
け
て
、
分
配
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
略
奪
品
を
。 

　
　

一
胎
、
二
胎
、
男
一
人
頭
に
。 

　
　

染
め
布
の
略
奪
品
は
、
シ
セ
ラ
に
、
染
め
布
の
略
奪
品
は
。 

　
　

染
め
布
の
織
物
一
反
、
二
反
は
、
略
奪
品
の
首
に
」。 

31　

こ
う
し
て
、
あ
な
た
の
す
べ
て
の
敵
は
滅
び
る
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
よ
。
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か
れ
を
愛
す
る
者
た
ち
は
、
日
の
出
の
よ
う
に
、
そ
の
力
の
中
に
あ
る
。 

　
　

そ
し
て
こ
の
地
は
四
十
年
に
わ
た
っ
て
平
穏
で
あ
っ
た
。	

二　

文
学
的
構
成

　
『
士
師
記
』
五
章
は
、
1
節
の
「
そ
の
日
、
デ
ボ
ラ
と
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
バ
ラ
ク
は
歌
っ
て
、
言
っ
た
」
と
い
う
記
述
に
始
ま
り
、
31
節

ｂ
の
「
そ
し
て
こ
の
地
は
四
十
年
に
わ
た
っ
て
平
穏
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
で
終
わ
る
。
1
節
の
「
そ
の
日
」
は
明
ら
か
に
、
先
行
の

四
章
の
散
文
に
よ
る
記
述
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
両
章
を
つ
な
ぐ
文
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
ま
た
、「
そ
し
て
こ
の
地
は
─
─
年

に
わ
た
っ
て
平
穏
で
あ
っ
た
」
と
い
う
表
現
は
、『
士
師
記
』
三
章
11
節
の
オ
ト
ニ
エ
ル
、
三
章
30
節
の
エ
フ
ド
、
八
章
28
節
の
ギ
デ
オ
ン

の
物
語
の
締
め
括
り
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、『
士
師
記
』
に
一
定
の
枠
組
み
を
も
た
ら
し
た
申
命
記
史
家
の
編
集
の
手
に
帰
さ

れ
よ
う
。（

（3
（

こ
れ
ら
の
節
に
挟
ま
れ
た
2
─
31
節
ａ
が
、詩
文
体
で
綴
ら
れ
た
、い
わ
ゆ
る
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
と
呼
ば
れ
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。

『
士
師
記
』
五
章
の
文
学
的
な
構
成
は
、
内
容
的
に
見
て
、
以
下
の
よ
う
に
図
式
的
に
纏
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（

（3
（

1　
　
　
　

導
入

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

2
─
3　
　

歌
へ
の
傾
聴
の
呼
び
か
け

4
─
5　
　

ヤ
ハ
ウ
ェ
顕
現

6
─
13　
　

戦
い
に
至
る
ま
で
の
状
況

14
─
18　
　

戦
い
に
参
加
し
た
部
族
、
し
な
か
っ
た
部
族
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19
─
23　
　

戦
闘

24
─
27　
　

へ
ベ
ル
の
妻
ヤ
エ
ル
へ
の
祝
福

28
─
30　
　

シ
セ
ラ
の
母
と
そ
の
女
官
た
ち

31
ａ　
　
　

敵
の
滅
び
と
民
の
栄
え

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

31
ｂ　
　
　

結
語

　
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
は
、
2
─
3
節
に
お
い
て
、
戦
い
に
関
わ
っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
な
ら
び
に
敗
北
し
た
カ
ナ
ン
の
王
た
ち
に
対
し
て
、

一
人
称
単
数
の
「
私
」
が
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
う
た
う
歌
に
耳
傾
け
る
よ
う
呼
び
か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
続
く
4
─
5
節
は
、
ヤ
ハ
ウ
ェ

へ
の
呼
び
か
け
に
転
じ
、
こ
の
神
が
天
変
地
異
を
伴
っ
て
、
南
方
か
ら
顕
現
す
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
6
─
13
節
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
戦
い
に
至
る
ま
で
の
経
緯
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
危
機
的
な
状
況
に
陥
っ
て
い
た
が
（
6
─
7
節
ａ
）、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母

た
る
デ
ボ
ラ
の
登
場
に
よ
り
（
7
節
ｂ
）、
彼
女
と
バ
ラ
ク
に
よ
る
指
揮
の
下
、
戦
い
に
向
け
て
結
集
す
る
（
9
─
13
節
）。

　

14
─
18
節
で
は
、
戦
い
に
参
加
し
た
部
族
と
参
加
し
な
か
っ
た
部
族
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
。
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
14
─
15

節
ａ
の
エ
フ
ラ
イ
ム
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
、
マ
キ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
、
イ
サ
カ
ル
、
ま
た
18
節
に
は
ナ
フ
タ
リ
と
並
ん
で
再
び
ゼ
ブ
ル
ン
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、15
ｂ
─
17
節
の
ル
ベ
ン
、ギ
レ
ア
ド
、ダ
ン
、ア
シ
ェ
ル
は
、戦
い
に
参
加
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

19
─
23
節
は
、
戦
闘
の
描
写
で
あ
る
。
こ
の
戦
い
が
メ
ギ
ド
の
水
上
、
タ
ナ
ク
に
て
行
わ
れ
、
カ
ナ
ン
の
王
た
ち
が
何
の
戦
果
も
な
く

敗
北
し
た
こ
と
の
報
告
（
19
節
）
に
続
い
て
、
こ
の
戦
い
に
天
の
星
々
が
加
勢
し
た
こ
と
（
20
節
）、
キ
シ
ョ
ン
川
が
カ
ナ
ン
の
軍
勢
を

流
し
去
り
（
21
節
）、
戦
場
に
は
馬
が
駆
け
巡
っ
た
様
が
語
ら
れ
る
（
22
節
）。
23
節
で
は
、
こ
の
戦
闘
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
メ

ロ
ズ
の
住
民
に
対
す
る
呪
詛
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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24
節
冒
頭
と
末
尾
の
「
祝
福
さ
れ
よ
」（brk

）
は
、
23
節
で
繰
り
返
さ
れ
る
「
呪
え
」（ʼ rr

）
と
対
照
さ
れ
て
、（

（3
（

24
─
27
節
は
、
ヘ
ベ

ル
の
妻
ヤ
エ
ル
へ
の
祝
福
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
彼
女
が
将
軍
シ
セ
ラ
を
殺
害
し
た
と
き
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
続
く
28
─
30
節

は
、
シ
セ
ラ
の
母
と
そ
の
女
官
た
ち
と
の
会
話
へ
と
場
面
が
移
る
。
シ
セ
ラ
の
母
は
窓
越
し
に
外
を
眺
め
、
息
子
が
な
か
な
か
帰
っ
て
こ

な
い
こ
と
に
不
平
を
こ
ぼ
す
が
、
彼
女
の
女
官
た
ち
と
共
に
、
そ
れ
は
彼
ら
が
戦
利
品
を
分
け
合
う
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
と
想
像
す
る
。

　

本
詩
は
、
31
節
ａ
に
お
い
て
、
敵
の
滅
び
と
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
民
の
繁
栄
が
確
認
さ
れ
て
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。 

三　
『
士
師
記
』
四
章
と
の
比
較

　
『
士
師
記
』
四
章
の
散
文
に
よ
る
記
述
に
は
、
カ
ナ
ン
人
に
対
抗
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
率
い
た
指
導
者
と
し
て
の
デ
ボ
ラ
と
バ
ラ

ク
（
四
4
以
下
／
五
12
以
下
）、
戦
場
と
し
て
の
キ
シ
ョ
ン
川
（
四
7
／
五
21
）、
ケ
ニ
人
ヘ
ベ
ル
の
妻
ヤ
エ
ル
に
よ
る
将
軍
シ
セ
ラ
の
殺

害
（
四
17
以
下
／
五
25
以
下
）
な
ど
、
内
容
的
に
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
と
並
行
す
る
描
写
が
見
ら
れ
、
二
つ
の
報
告
は
、
あ
る
一
つ
の
同
じ

出
来
事
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
者
を
仔
細
に
検
証
す
る
と
、
互
い
に
矛
盾
す
る
記
述
や
、
そ
れ
ぞ
れ

に
固
有
の
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

Ａ　

デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク

　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
率
い
た
と
さ
れ
る
デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク
と
い
う
二
人
の
指
導
者
た
ち
に
つ
い
て
、
五
章
の
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
で
は
、

デ
ボ
ラ
は
7
節
に
初
出
で
、彼
女
が
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母
」
と
し
て
「
立
っ
た
」（qw

m
）
と
さ
れ
、そ
の
後
の
12
節
で
「
起
き
て
」（ʻ w

r

）、「
歌

を
語
る
」（dbr pi. + šîr

）
よ
う
呼
び
か
け
ら
れ
、
15
節
で
イ
サ
カ
ル
族
の
長
た
ち
と
共
に
戦
場
に
赴
い
た
と
さ
れ
る
だ
け
で
、
彼
女
が
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何
者
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
言
及
に
乏
し
い
。「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母
」（ʼēm

 b
eyiśrāʼēl

）
と
い
う
称
号
は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
以

外
に
『
サ
ム
エ
ル
記
下
』
二
〇
章
19
節
に
の
み
見
ら
れ
る
稀
有
な
も
の
で
、（

（3
（

「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
の
文
脈
上
、「
母
」
と
い
う
語
が
、
敵
方
の

将
軍
で
あ
る
シ
セ
ラ
の
「
母
」
に
通
じ
、
息
子
シ
セ
ラ
の
帰
還
を
待
つ
シ
セ
ラ
の
母
の
段
落
（
28
─
30
節
）
と
響
き
合
う
。
も
う
一
人
の

指
導
者
バ
ラ
ク
に
つ
い
て
も
、1
節
を
別
と
す
る
と
、12
節
に
「
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
」
と
し
て
初
め
て
現
れ
、15
節
で
戦
場
の
平
野
へ
と
「
遣

わ
さ
れ
た
」（šl ḥ pu.
）
と
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
人
の
関
わ
り
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、「
デ
ボ
ラ
の

歌
」
の
中
で
は
何
も
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
読
み
手
に
は
暗
黙
の
了
解
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
四
章
の
散
文
部
分
に
お
い
て
は
、
デ
ボ
ラ
は
「
ラ
ピ
ド
ト
の
妻
、
女
預
言
者
（n

ebîāh

）」
で
あ
り
、「
イ
ス
ラ
エ
ル

を
裁
い
た
（špṭ

）」
と
さ
れ
る
（
士
四
4
）。
ま
た
彼
女
は
、「
エ
フ
ラ
イ
ム
山
地
の
ラ
マ
と
ベ
テ
ル
の
間
に
あ
る
デ
ボ
ラ
の
な
つ
め
や
し

の
下
に
座
り
」、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
は
彼
女
の
も
と
に
上
っ
て
き
て
裁
き
（m

išpāṭ

）
を
求
め
た
」（
士
四
5
）
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、「
裁
く
」（špṭ

）
と
い
う
語
に
よ
っ
て
、
彼
女
が
『
士
師
記
』
に
お
け
る
他
の
士
師
た
ち
と
同
列
に
置
か
れ
る
と
共
に

（
（3
（

、「
エ

フ
ラ
イ
ム
山
地
の
ラ
マ
と
ベ
テ
ル
の
間
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
彼
女
が
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
族
の
領
域
と
関
わ
り
の
あ
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が

示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ラ
ク
に
つ
い
て
も
、
四
章
で
は
、
彼
が
「
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
」
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、「
ナ
フ
タ
リ
の
ケ

デ
シ
ュ
」
の
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
士
四
6
）。
そ
し
て
彼
は
デ
ボ
ラ
か
ら
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
（
士
四
6
─
10
）。

　

�

6
彼
女
は
人
を
遣
わ
し
て
、
ナ
フ
タ
リ
の
ケ
デ
シ
ュ
か
ら
ア
ビ
ノ
ア
ム
の
子
バ
ラ
ク
を
呼
ん
だ
。
彼
女
は
彼
に
言
っ
た
、「
イ
ス
ラ
エ

ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
は
命
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。『
行
け
、
そ
し
て
タ
ボ
ル
山
に
集
結
せ
よ
。
あ
な
た
と
共
に
ナ
フ
タ
リ
の
子
ら

と
ゼ
ブ
ル
ン
の
子
ら
か
ら
一
万
人
を
取
る
の
だ
。
7
わ
た
し
は
あ
な
た
に
対
し
て
、
キ
シ
ョ
ン
川
に
ヤ
ビ
ン
の
軍
の
長
シ
セ
ラ
、
そ
の

戦
車
と
軍
勢
を
集
結
さ
せ
る
。
わ
た
し
は
彼
を
あ
な
た
の
手
に
渡
す
』
と
」。
8
バ
ラ
ク
は
彼
女
に
言
っ
た
、「
も
し
あ
な
た
が
私
と
一
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緒
に
行
く
の
な
ら
ば
、私
は
行
き
ま
し
ょ
う
。
も
し
あ
な
た
が
私
と
一
緒
に
行
か
な
い
の
な
ら
ば
、私
は
行
き
ま
せ
ん
」。
9
彼
女
は
言
っ

た
、「
あ
な
た
と
一
緒
に
行
き
ま
す
と
も
。
但
し
、
あ
な
た
が
行
く
道
の
上
に
あ
な
た
の
名
誉
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
ヤ
ハ
ウ
ェ

は
女
の
手
に
シ
セ
ラ
を
売
る
か
ら
で
す
」。
デ
ボ
ラ
は
立
っ
て
、
バ
ラ
ク
と
共
に
ケ
デ
シ
ュ
に
行
っ
た
。
10
バ
ラ
ク
は
ゼ
ブ
ル
ン
と
ナ

フ
タ
リ
を
ケ
デ
シ
ュ
へ
と
召
集
し
、
一
万
人
が
彼
に
従
っ
て
上
っ
た
。
彼
と
共
に
デ
ボ
ラ
も
上
っ
た
。

　
『
士
師
記
』
四
章
に
お
い
て
は
、
戦
い
に
先
ん
じ
て
デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク
と
の
間
に
約
束
が
交
わ
さ
れ
、
二
人
が
一
緒
に
戦
地
へ
と
赴
く

こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
る
の
と
同
時
に
、
神
が
敵
を
手
に
「
渡
す
」（ntn

）（
7
節
）
な
い
し
「
売
る
」（m

kr

）（
9
節
）
と

い
う
表
現
に
よ
っ
て
、
こ
の
戦
い
を
「
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
戦
い
」
と
し
て
「
神
学
化
」
し
て
い
る
さ
ま
が
見
て
取
れ
る
。

Ｂ　

カ
ナ
ン
王
と
シ
セ
ラ

　

続
い
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
戦
っ
た
敵
方
に
つ
い
て
見
る
と
、
五
章
で
は
、「（
カ
ナ
ン
の
）
王
た
ち
」（
3
、
19
節
）
あ
る
い
は
「
君

主
た
ち
」（
3
節
）
と
だ
け
言
及
さ
れ
、具
体
的
な
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
シ
セ
ラ
」
だ
け
で
あ
る
（
20
、26
、28
、30
節
）。
ま
た
、

シ
セ
ラ
の
母
の
口
に
置
か
れ
た
言
葉
か
ら
、
彼
が
「
戦
車
」（ræ

kæ
b

な
い
しm

æ
rkābāh

）
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
に
過

ぎ
な
い
（
28
節
）。

　

こ
れ
ら
カ
ナ
ン
の
軍
勢
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
も
、
四
章
の
方
が
よ
り
詳
し
い
。
敵
方
の
王
は
、「
ハ
ツ
ォ
ル
の
王
、
カ
ナ
ン
の
王

ヤ
ビ
ン
」
で
あ
っ
た
と
明
言
さ
れ
て
い
る
（
2
、
17
、
23
─
24
節

（
（3
（

）。
こ
の
ヤ
ビ
ン
に
つ
い
て
は
、『
士
師
記
』
四
章
以
外
に
、
ヨ
シ
ュ
ア

に
よ
る
ハ
ツ
ォ
ル
占
領
に
つ
い
て
語
る
『
ヨ
シ
ュ
ア
記
』
一
一
章
1
節
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
ヨ
シ
ュ
ア
に
よ
る
ハ
ツ
ォ

ル
の
征
服
時
に
、そ
の
当
時
ヤ
ビ
ン
が
ハ
ツ
ォ
ル
の
町
の
王
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た『
士
師
記
』四
章
で
は
、シ
セ
ラ
は
そ
の「
軍

の
長
」
で
、「
ハ
ロ
シ
ェ
ト
・
ハ
ゴ
イ
ム
に
住
ん
で
い
た
」
と
さ
れ
る
（
2
節

（
（3
（

）。
ま
た
、
シ
セ
ラ
は
「
鉄
の
戦
車
（ræ

kæ
b

）」
を
九
百
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台
所
持
し
（
3
、
13
節
）、「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
を
二
十
年
に
わ
た
っ
て
圧
迫
し
た
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（
3
節
）。
こ
の
「
圧
迫
す
る
」

（lḥṣ
）
は
、『
士
師
記
』
に
お
い
て
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
（
士
一
34
、
二
18
、
六
9
、
一
〇
12
、
18
）、『
士
師
記
』
を
含
む
「
前

の
預
言
者
」
を
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
に
仕
上
げ
た
申
命
記
史
家
の
手
に
帰
さ
れ
よ
う
。（

（3
（

Ｃ　

参
加
し
た
部
族
、
参
加
し
な
か
っ
た
部
族

　

両
章
の
間
で
、
と
り
わ
け
情
報
量
の
差
が
大
き
い
の
が
、
戦
い
に
参
加
し
た
部
族
な
ら
び
に
参
加
し
な
か
っ
た
部
族
に
つ
い
て
の
記
述

で
あ
る
。
四
章
の
散
文
部
分
で
は
、
6
節
に
お
い
て
バ
ラ
ク
が
「
ナ
フ
タ
リ
の
子
ら
と
ゼ
ブ
ル
ン
の
子
ら
か
ら
一
万
人
」
を
取
る
よ
う
言

わ
れ
、
10
節
に
お
い
て
「
バ
ラ
ク
は
ゼ
ブ
ル
ン
と
ナ
フ
タ
リ
を
ケ
デ
シ
ュ
へ
と
召
集
し
、
一
万
人
が
彼
に
従
っ
て
上
っ
た
」
と
報
告
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
い
に
参
加
し
た
の
は
、
イ
ズ
レ
エ
ル
平
野
の
北
の
丘
陵
地
帯
を
占
め
た
ゼ
ブ
ル
ン
（
ヨ
シ
ュ
一
九
10
─
16
）
と
、

そ
こ
か
ら
更
に
北
の
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
西
側
の
地
域
を
占
め
た
ナ
フ
タ
リ
（
申
三
三
23
、
ヨ
シ
ュ
一
九
32
─
39
）
と
い
う
二
つ
の
部
族
だ

け
で
、
そ
の
数
は
一
万
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
五
章
の
詩
文
部
分
で
は
、
18
節
に
お
い
て
、
四
章
と
同
じ
く
ゼ
ブ
ル
ン
と
ナ
フ
タ
リ
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
更
に
14

─
15
節
ａ
に
お
い
て
、
エ
フ
ラ
イ
ム
、
ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
、
マ
キ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
、
イ
サ
カ
ル
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
エ
フ
ラ
イ
ム
は
中
央
パ

レ
ス
チ
ナ
の
丘
陵
地
帯
（
ヨ
シ
ュ
一
六
章
）、ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
は
北
の
エ
フ
ラ
イ
ム
と
南
の
ユ
ダ
に
挟
ま
れ
た
東
西
に
細
長
い
地
域
（
ヨ
シ
ュ

一
八
11
─
28
）、イ
サ
カ
ル
は
ガ
リ
ラ
ヤ
南
部
（
ヨ
シ
ュ
一
九
17
─
23
）
を
そ
れ
ぞ
れ
に
占
め
た
と
さ
れ
る
。
マ
キ
ル
は
マ
ナ
セ
の
長
男
で
、

ヨ
ル
ダ
ン
川
東
岸
の
ギ
レ
ア
ド
と
バ
シ
ャ
ン
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
が
（
ヨ
シ
ュ
一
七
1
、
民
三
二
39
─
40
）、
こ
こ
で
は
、
彼
ら
は

明
ら
か
に
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
、
エ
フ
ラ
イ
ム
の
北
方
に
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。（

（4
（

す
な
わ
ち
、
戦
い
に
参
加
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
専

ら
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
側
の
エ
フ
ラ
イ
ム
山
地
・
丘
陵
地
帯
に
居
を
構
え
た
人
々
で
あ
る
。

　
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
で
は
そ
れ
に
加
え
て
、
15
ｂ
─
17
節
に
お
い
て
、
ル
ベ
ン
、
ギ
レ
ア
ド
、
ダ
ン
、
ア
シ
ェ
ル
が
戦
い
に
参
加
し
な
か
っ

0

0

0

0

0

0
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た0

と
さ
れ
て
い
る
。
ル
ベ
ン
は
ヨ
ル
ダ
ン
川
東
岸
南
部
（
ヨ
シ
ュ
一
三
15
─
23
）、
ダ
ン
は
エ
ル
サ
レ
ム
西
方
の
丘
陵
地
帯
（
ヨ
シ
ュ

一
九
40
─
46
、
士
一
19
）、
ア
シ
ェ
ル
は
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
西
の
海
岸
地
帯
の
北
部
（
ヨ
シ
ュ
一
九
24
─
31
）
を
占
め
た
と
さ
れ
る
。
ギ
レ

ア
ド
は
部
族
名
で
は
な
く
、
ヨ
ル
ダ
ン
川
の
東
側
、
北
は
ヤ
ム
ル
ク
川
、
南
は
ア
ル
ノ
ン
川
が
境
界
を
な
す
地
域
名
で
、
ガ
ド
族
（
ヨ
シ
ュ

一
三
25
）
と
マ
ナ
セ
の
半
部
族
（
ヨ
シ
ュ
一
三
31
）
の
嗣
業
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。（

（4
（

す
な
わ
ち
、
戦
い
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
は
、
ヨ
ル

ダ
ン
川
東
側
あ
る
い
は
地
中
海
に
面
す
る
地
域
に
居
を
構
え
た
人
々
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
に
お
け
る
記
述
は
、
ユ
ダ
と
シ
メ
オ
ン
と
い
う
南
方
の
諸
部
族
は
全
く
俎
上
に
載

せ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
比
較
的
広
範
囲
を
そ
の
視
野
に
収
め
、
地
理
的
に
整
理
し
て
参
加
・
不
参
加
に
そ
れ
ぞ
れ
割

り
当
て
て
い
る
様
が
見
て
取
れ
る
。

Ｄ　

戦
場
と
戦
闘
の
経
緯

　

戦
闘
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
、
五
章
の
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
で
は
、「
城
門
」（š

eʻārîm

）
に
お
い
て
戦
い
が
あ
り
（
8
節
）、
そ
こ

に
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
民
が
「
下
っ
た
」（yrd

）
と
さ
れ
（
11
節
）、
ま
た
バ
ラ
ク
が
イ
サ
カ
ル
と
共
に
「
平
野
」（ʻ ēm

æ
q 

原
意
は
「
谷
」）
に

遣
わ
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（
15
節
）。「
平
野
」と
は
、イ
ズ
レ
エ
ル
平
野
の
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、「
城
門
」は
、

こ
れ
が
ど
の
町
の
も
の
を
指
し
て
い
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
詠
い
手
の
意
図
は
む
し
ろ
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
、
城
壁
の
な
い
「
開
け
た

地
の
住
民
」（
7
、
11
節
）
た
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
対
比
を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
他
に
具
体
的
な
地
名

と
し
て
、
メ
ギ
ド
、
タ
ナ
ク
（
19
節
）、
そ
し
て
キ
シ
ョ
ン
川
（
21
節
）
が
見
ら
れ
る
。
メ
ギ
ド
は
、
イ
ズ
レ
エ
ル
平
野
西
方
の
丘
陵
地

帯
に
あ
る
テ
ル
・
エ
ル
・
ム
テ
セ
リ
ム
（Tell el-M

utesellim

）
（
（4
（

、
タ
ナ
ク
は
、
メ
ギ
ド
の
南
東
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
イ
ズ
レ
エ
ル
平
野

と
山
地
の
境
に
位
置
す
る
テ
ル
・
タ
ア
ネ
ク（Tell Taʻannek

）と
同
定
さ
れ
る

（
（4
（

。
キ
シ
ョ
ン
川
は
一
般
に
、ギ
ル
ボ
ア
山
の
北
東
を
水
源
に
、

イ
ズ
レ
エ
ル
平
野
を
通
っ
て
い
く
つ
も
の
ワ
デ
ィ
を
引
き
込
ん
で
、
カ
ル
メ
ル
山
の
東
に
沿
っ
て
北
西
に
進
み
、
最
後
は
ア
ッ
コ
湾
へ
と
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流
れ
込
む
ナ
フ
ル
・
エ
ル
・
ム
カ
ッ
タ
（N

ahr el-M
uqaṭṭaʻ

）
と
同
定
さ
れ
る

（
（4
（

。「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
語
や
地
名
に
よ
っ
て
、

戦
い
の
舞
台
に
つ
い
て
お
よ
そ
の
見
当
は
つ
く
も
の
の
、
両
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
動
き
を
た
ど
っ
た
の
か
を
描
く
こ
と
に
は
意

を
注
が
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
四
章
で
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
カ
ナ
ン
の
両
軍
が
そ
れ
ぞ
れ
に
集
結
し
て
か
ら
実
際
の
戦
闘
へ
と
至
る
経
緯
が
、
丹
念
に

描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
で
は
、
デ
ボ
ラ
と
バ
ラ
ク
が
ゼ
ブ
ル
ン
と
ナ
フ
タ
リ
の
一
万
人
を
ケ
デ
シ
ュ
へ
と
召

集
し
た
後
（
四
10
）、
タ
ボ
ル
山
へ
と
上
る
（
四
12
）。
タ
ボ
ル
山
は
、
イ
ズ
レ
エ
ル
平
野
の
東
北
に
あ
る
海
抜
五
八
八
メ
ー
ト
ル
の
山
で

あ
る

（
（4
（

。
他
方
、
カ
ナ
ン
軍
は
、
軍
の
長
シ
セ
ラ
、
彼
の
九
百
台
の
鉄
の
戦
車
と
軍
勢
が
キ
シ
ョ
ン
川
へ
と
召
集
さ
れ
る
（
四
13
）。

　

そ
し
て
そ
の
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
勢
が
タ
ボ
ル
山
か
ら
「
下
る
」（yrd

）
こ
と
で
（
四
14
）、
両
軍
の
間
で
の
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
戦
闘
は
、
バ
ラ
ク
が
シ
セ
ラ
の
陣
営
を
一
人
残
ら
ず
撃
つ
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
戦
い
に

お
け
る
勝
利
の
功
績
は
、
バ
ラ
ク
に
で
は
な
く
、「
バ
ラ
ク
の
前
を
出
て
行
き
」（
14
節
）、
敵
軍
を
「
混
乱
に
陥
れ
た
」（
15
節
）
神
ヤ
ハ

ウ
ェ
に
帰
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ま
た
、
こ
の
戦
い
の
「
神
学
化
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
五
章
の
「
デ
ボ
ラ

の
歌
」
は
、
天
の
星
々
（
20
節
）
や
太
古
の
川
た
る
キ
シ
ョ
ン
川
（
21
節
）
が
擬
人
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
加
勢
し
た
様

子
を
描
い
て
い
る
点
が
際
立
つ
。

Ｅ　

ヤ
エ
ル
に
よ
る
シ
セ
ラ
殺
害

　

四
章
の
散
文
と
五
章
の
詩
文
の
い
ず
れ
の
記
述
で
も
、
物
語
の
山
場
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
ヤ
エ
ル
が
将
軍
シ
セ
ラ
を
殺
害
し
た
場
面

で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
経
緯
に
つ
い
て
語
る
の
は
、
四
章
で
は
17
─
22
節
で
あ
る
。

　

�

17
シ
セ
ラ
は
、
ケ
ニ
人
の
ヘ
ベ
ル
の
妻
ヤ
エ
ル
の
天
幕
に
徒
歩
で
逃
げ
た
。
と
い
う
の
も
、
ハ
ツ
ォ
ル
の
王
ヤ
ビ
ン
と
ケ
ニ
人
へ
ベ
ル
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の
家
の
間
は
平
和
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
18
ヤ
エ
ル
は
、
シ
セ
ラ
を
呼
び
に
出
て
、
彼
に
言
っ
た
、「
寄
っ
て
い
ら
し
て
、
ご
主
人
さ

ま
。
私
の
も
と
に
寄
っ
て
い
ら
し
て
。
恐
れ
な
い
で
下
さ
い
」。
そ
こ
で
彼
は
彼
女
の
も
と
に
、
彼
女
の
天
幕
に
寄
っ
た
。
彼
女
は
覆

い
（
（4
（

で
彼
を
覆
っ
た
。
19
彼
は
彼
女
に
言
っ
た
、「
さ
あ
、
私
に
水
を
少
し
く
れ
。
喉
が
渇
い
た
の
だ
」。
彼
女
は
ミ
ル
ク
の
皮
袋
を
開
い

て
、
彼
に
飲
ま
せ
、
彼
を
覆
っ
た
。
20
彼
は
彼
女
に
言
っ
た
、「
天
幕
の
入
り
口
に
〈
立
っ
て
い
て
く
れ
〉

（
（4
（

。
そ
し
て
人
が
や
っ
て
来
て
、

そ
の
人
が
尋
ね
て
、『
こ
こ
に
人
は
い
る
か
』
と
言
っ
た
ら
、『
い
な
い
』
と
言
っ
て
く
れ
」。
21
ヘ
ベ
ル
の
妻
ヤ
エ
ル
は
、
天
幕
の
杭

を
取
り
、
槌
を
そ
の
手
に
取
る
と
、
密
か
に
彼
の
も
と
に
や
っ
て
来
た
。
彼
女
は
杭
を
彼
の
こ
め
か
み
に
刺
し
た
。
そ
れ
は
地
に
入
り

込
ん
だ
。
彼
は
眠
り
込
ん
で
お
り
、
疲
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
彼
は
死
ん
だ
。
22
さ
て
見
よ
、
バ
ラ
ク
は
シ
セ
ラ
を
追
っ
て
い
た
。
ヤ

エ
ル
は
彼
を
呼
び
に
出
て
、
彼
に
言
っ
た
、「
さ
あ
、
あ
な
た
が
探
し
て
い
る
人
を
あ
な
た
に
お
見
せ
し
ま
す
」。
そ
こ
で
彼
は
彼
女
の

も
と
に
や
っ
て
来
た
。
す
る
と
見
よ
、
シ
セ
ラ
は
倒
れ
て
、
死
ん
で
い
た
。
杭
が
彼
の
こ
め
か
み
に
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
シ
セ
ラ
が
戦
場
か
ら
ヤ
エ
ル
の
い
る
天
幕
の
あ
る
方
向
へ
と
逃
亡
し
た
こ
と
、
そ
こ
が
逃
亡
先
に
選
ば
れ
た
理
由
が
説
明

さ
れ
て
い
る
（
17
節
）。
ま
た
、
戦
闘
の
場
面
に
先
立
つ
11
節
に
お
い
て
、
ケ
ニ
人
ヘ
ベ
ル
が
「
ケ
デ
シ
ュ
に
近
い
エ
ロ
ン
・
ベ
ツ
ァ
ア

ナ
ニ
ム
の
辺
り
に
天
幕
を
張
っ
て
い
た
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
場
所
に
ヤ
エ
ル
の
天
幕
が
あ
っ
た
訳
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ヤ
エ
ル

は
言
葉
巧
み
に
シ
セ
ラ
を
自
分
の
天
幕
に
招
き
入
れ
る
と
、
水
を
所
望
し
た
シ
セ
ラ
に
ミ
ル
ク
を
渡
し
て
飲
ま
せ
、
天
幕
の
杭
と
槌
を
手

に
取
っ
て
、
疲
れ
て
眠
る
彼
に
密
か
に
近
づ
き
、
杭
を
彼
の
こ
め
か
み
に
刺
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
18
─
21
節
）。
ヤ
エ
ル
が
、
シ
セ

ラ
を
追
っ
て
や
っ
て
来
た
バ
ラ
ク
を
呼
び
寄
せ
、
シ
セ
ラ
の
死
体
を
見
せ
る
こ
と
で
、
こ
の
戦
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
て
い
る
（
22
節
）。

一
連
の
描
写
の
中
で
、「
水
」（m

ayim

）と「
ミ
ル
ク
」（ḥālāb

）、「
杭
」（yātēd
）は
、「
デ
ボ
ラ
の
歌
」と
語
彙
が
共
通
し
、「
槌
」（m

aqqæ
bæ

t

）

に
つ
い
て
は
、並
行
す
る
五
章
の
職
人
た
ち
の
「
槌
」（halm

ût

）
よ
り
も
一
般
的
な
語
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
こ
め
か
み
」（raqqāh

）

を
杭
で
刺
し
貫
か
れ
た
シ
セ
ラ
が
「
倒
れ
た
」（npl

）
と
す
る
表
現
に
も
並
行
が
確
認
さ
れ
る
。
四
章
で
は
、
デ
ボ
ラ
の
口
を
通
し
て
、
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決
定
的
な
一
打
は
あ
る
一
人
の
女
性
の
行
動
と
な
る
こ
と
が
予
告
さ
れ
て
お
り
（
9
節
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ヤ
エ
ル
の
功
績
も
ま
た
神

ヤ
ハ
ウ
ェ
に
帰
さ
れ
て
い
る
。
デ
ボ
ラ
が
「
女
預
言
者
」
と
い
う
称
号
を
付
さ
れ
て
い
る
の
は
、こ
う
し
た
事
態
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。

ま
た
、
四
章
の
記
述
に
見
ら
れ
る
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
、
一
連
の
事
の
成
り
行
き
を
、
順
を
追
っ
て
叙
述
す
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ

て
い
る
の
と
共
に
、
シ
セ
ラ
が
ヤ
エ
ル
の
い
る
場
所
に
逃
げ
て
来
た
こ
と
、
シ
セ
ラ
が
水
を
所
望
し
た
こ
と
、
ヤ
エ
ル
が
シ
セ
ラ
を
殺
害

で
き
た
こ
と
な
ど
に
説
得
的
な
説
明
を
施
そ
う
と
す
る
意
図
が
伺
え
る
。

　

四
章
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、
五
章
24
─
27
節
で
語
ら
れ
て
い
る
ヤ
エ
ル
に
よ
る
シ
セ
ラ
殺
害
で
は
、
ヤ
エ
ル
へ
の
祝
福
の
言
葉
（
24

節
）
に
続
い
て
、
唐
突
に
「
水
を
彼
が
求
め
た
」（m

ayim
 šāʼal

）
と
言
わ
れ
（
25
節
）、
動
詞
の
主
語
で
あ
る
三
人
称
単
数
男
性
の
「
彼
」

が
、
シ
セ
ラ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
26
節
に
な
っ
て
は
じ
め
て
明
言
さ
れ
て
い
る
。「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
で
は
そ
も
そ
も
、
ヤ
エ
ル
が
シ
セ
ラ

と
接
触
し
た
経
緯
は
描
か
れ
て
い
な
い
。「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
に
お
け
る
記
述
は
、
ヤ
エ
ル
が
シ
セ
ラ
を
ど
の
よ
う
に
殺
害
し
た
の
か
を
説

明
す
る
の
で
は
な
く
、
殺
害
の
瞬
間
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
、
そ
の
決
定
的
な
場
面
を
切
り
取
っ
て
、
コ
マ
送
り
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

の
よ
う
に
描
く
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
を
締
め
括
っ
て
い
る
の
は
、
シ
セ
ラ
の
母
親
と
彼
女
の
官
吏
た
ち
と
の

場
面
で
あ
る
。
戦
争
の
終
結
そ
の
も
の
は
描
か
れ
ず
、
こ
の
場
面
が
あ
る
こ
と
で
、
シ
セ
ラ
軍
の
敗
北
が
暗
示
さ
れ
、
両
軍
の
間
の
戦
い

が
終
結
し
た
こ
と
を
印
象
付
け
る
。
こ
れ
に
相
当
す
る
記
述
は
四
章
に
一
切
な
く
、
こ
こ
に
は
、「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
の
詠
い
手
の
詩
人
と

し
て
の
秀
逸
性
が
見
て
取
れ
る
。

ま
と
め

　
『
士
師
記
』
五
章
2
─
31
節
ａ
の
「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
と
、
先
行
す
る
『
士
師
記
』
四
章
の
散
文
に
よ
る
記
述
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
歌

の
詠
い
手
は
明
ら
か
に
、
出
来
事
の
一
連
の
経
緯
を
す
べ
て
説
明
し
よ
う
と
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
専
ら
、
読
み
手
に
は
既
知
の
事
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柄
と
し
て
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
物
の
関
心
は
む
し
ろ
、
重
要
な
場
面
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
ら
を
印
象
的
な
形
で
描
き
出
す
こ

と
に
置
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、『
士
師
記
』
四
章
の
記
述
と
の
比
較
に
終
始
し
た
が
、
旧
約
聖
書
全
体
の
文
脈
に
お
け
る
「
デ
ボ
ラ

の
歌
」
の
「
間
テ
ク
ス
ト
性
」
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
顕
現
（
士
五
4
─
5
）
の
場
面
に
つ
い
て
は
、『
詩
編
』
六
八
編
8
─

9
節
と
個
々
の
言
葉
遣
い
に
至
る
ま
で
の
並
行
性
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
た
15
ｂ
─
17
節
の
ル
ベ
ン
、
ギ
レ
ア
ド
、
ダ
ン
、
ア
シ
ェ
ル
と
い

う
戦
闘
に
参
加
し
な
か
っ
た
部
族
に
つ
い
て
の
段
落
は
、『
創
世
記
』
四
九
章
13
─
14
節
の
ヤ
コ
ブ
の
祝
福
に
お
け
る
ゼ
ブ
ル
ン
、
イ
サ

カ
ル
へ
の
言
葉
に
語
彙
的
な
共
通
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
る
に
は
、
し
か
し
、
稿
を
改
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　

注

（
1
） �「
間
テ
ク
ス
ト
性
」
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
・
フ
ラ
ン
ケ
メ
レ
「
間
テ
ク
ス
ト
性
」、
Ｃ
・
フ
レ
ー
フ
ェ
ル
／
Ａ
・
ベ
ル
レ
ユ
ン
グ
編
『
旧
約
新
約 

聖

書
神
学
事
典
』
山
吉
智
久
訳
、
教
文
館
、
二
〇
一
六
年
、
二
二
六
─
二
二
七
頁
な
ど
参
照
。

（
2
） �

主
語
が
「
デ
ボ
ラ
」
と
「
バ
ラ
ク
」
と
い
う
男
女
二
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
動
詞
の
語
形
が
女
性
単
数
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
主
語

と
動
詞
の
性
数
の
不
一
致
か
ら
、
デ
ボ
ラ
を
主
要
人
物
、
バ
ラ
ク
を
付
随
的
な
人
物
と
す
る
解
釈
も
あ
る
（H

. W
. H

ertzberg, D
ie Bücher 

Josua, Richter, Ruth 

（A
T

D
9

）, Göttingen 1965, 171

、
旧
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
編
『
旧
約
聖
書
IV　

ヨ
シ
ュ
ア
記
・
士
師
記
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
、
一
二
五
頁
、
注
五
［
鈴
木
佳
秀
］
な
ど
）。
し
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
構
文
で
は
、
動
詞
の
性
数
を
直
後
に
来
る
語
の
み

（
本
箇
所
の
場
合
は
デ
ボ
ラ
）
と
一
致
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。
創
三
8
、
七
7
、
民
一
二
1
、
士
一
四
5
、
サ
ム
下
五
21
な
ど
。GK

28 

§ 146f-g, 

M
eyer, Gram

m
atik 

§ 94b

参
照
。

（
3
） �

動
詞prʻ

の
不
定
詞
と
、
同
語
根
か
ら
派
生
し
た
名
詞
で
あ
るpæraʻ

が
組
み
合
わ
さ
れ
た
句
。
語
根prʻ

の
語
義
に
つ
い
て
は
、P. C. Craigie, A

 

N
ote on Judges V

 2, VT
18 

（1968

）, 397-399; T
. K

ronholm
, A

rt., pāraʻ, in: ThW
AT V

I 

（1989

）, 757-760

参
照
。
七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
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サ
ン
ド
リ
ア
写
本
「
指
導
者
た
ち
が
指
導
す
る
と
き
」（evn tw

/ a;rxasqai avrchgou.j

）
や
テ
オ
ド
テ
ィ
オ
ン
訳
を
参
考
に
、動
詞prʻ

に
「
指
導
す
る
」

と
い
う
意
味
を
想
定
す
る
意
見
も
あ
る
が
（H

ertzberg, A
T

D
 9, 171

な
ど
参
照
）、
旧
約
聖
書
中
に
そ
の
よ
う
な
用
例
は
見
ら
れ
な
い
。
旧
約

聖
書
中
、
動
詞prʻ

は
、
目
的
語rōʼš

「
髪
」
を
伴
っ
て
、「
ほ
ど
く
」
を
意
味
す
る
（
レ
ビ
一
〇
6
、
一
三
45
、
二
一
10
、
民
五
18
な
ど
）。
ま
た

名
詞pæraʻ
は
「
伸
ば
し
た
髪
」
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
（
民
六
5
、
申
三
二
42
、
エ
ゼ
四
四
20
。
同
語
根
の
ア
ッ
カ
ド
語pērtu

「
頭
髪
」（A

H
w

 

856a

）
を
参
照
）、
そ
の
文
脈
は
専
ら
祭
司
な
い
し
は
ナ
ジ
ル
人
の
規
定
で
あ
る
。
す
る
と
こ
の
句
で
は
、
古
代
に
お
け
る
戦
争
時
の
慣
習
、
ま

た
は
ナ
ジ
ル
人
の
誓
願
と
の
類
比
で
、
戦
争
時
の
誓
願
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
見
解
は
、
七
十
人
訳
の
バ
チ
カ
ン

写
本
「
覆
い
が
取
り
払
わ
れ
た
」（avpekalu,fqh avpoka,lumma

）
な
ら
び
に
シ
ュ
ン
マ
コ
ス
訳
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
て
い
る
。B. Lindars, Judges 

1–5. A New Translation and Com
m

entary, Edinburgh 1995, 225-227; H
.-D

. N
eef, D

eboraerzählung und D
eboralied. Studien zu Jdc 4,1-

5,31 （BT
hSt49

）, N
eukirchen-V

luyn 2002, 26-27; W
. Groß, Richter （H

T
hK

.A
T

）, Freiburg u.a. 2009, 297-298

な
ど
参
照
。

（
4
） �

文
法
的
に
は
無
く
と
も
構
わ
な
い
一
人
称
単
数
の
人
称
代
名
詞
で
あ
るʼ ānōkî

が
二
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
で
、
詠
い
手
と
し
て
の
「
私
」
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。
若
干
の
写
本
は
「
私
こ
そ
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
に
」
を
、
七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
写
本
は
二
番
目
の
「
私
こ
そ
は
」
を

欠
く
が
、
同
語
の
重
複
を
避
け
る
た
め
の
削
除
で
あ
ろ
う
。

（
5
） �

七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
写
本
は
「
揺
れ
た
」（evxesta,qh

）。
こ
れ
を
参
考
に
、BH

S

校
訂
者
はnām

ōgû

「
波
打
っ
た
」、
あ
る
い
は

nām
ōṭû

「
揺
ら
い
だ
」
と
読
み
替
え
る
よ
う
提
案
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
読
み
替
え
は
不
要
で
あ
る
。

（
6
） �「
流
れ
出
る
」
を
意
味
す
る
動
詞nzl

の
旧
約
聖
書
中
の
用
例
は
他
に
、
民
二
四
7
、
申
三
二
2
、
イ
ザ
四
五
8
、
エ
レ
九
17
、
一
八
14
、
詩

一
四
18
、
ヨ
ブ
三
六
28
、
雅
四
15
に
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
「
水
」
や
「
露
」
と
い
う
流
動
性
の
あ
る
物
体
を
主
語
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本

箇
所
の
主
語
は
「
山
々
」
で
あ
り
、
一
見
す
る
と
動
詞
の
意
味
と
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
七
十
人
訳
のevsaleu,qhsan

「
揺
れ
動
い
た
」

や
イ
ザ
六
三
19
、
六
四
2
を
参
考
に
、BH

S

やBH
Q

校
訂
者
はzll nif.

「
揺
れ
動
く
」
と
読
み
替
え
る
よ
う
提
案
す
る
が
、
本
文
批
評
上
、「
よ

り
難
し
い
読
み
」（lectio difficilior

）
で
あ
る
マ
ソ
ラ
本
文
が
優
先
さ
れ
る
。
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（
7
） �
本
節
に
は
、
交
通
の
要
と
し
て
の
道
路
を
表
す
の
に
、
二
つ
の
語
彙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
目
の
「
途
」（ʼ ōraḥ

、
旧
約
中
に
五
七
例
）

は
、
詩
文
に
多
く
見
ら
れ
、
用
例
の
約
四
分
の
一
は
、
最
も
一
般
的
な
「
道
」（dæ
ræ

k

、
士
五
10
参
照
）
と
並
行
す
る
。
二
つ
目
の
「
径
」 

（n
etîbāh

、
旧
約
中
に
二
一
例
）
も
、
上
記
の
二
つ
の
語
彙
い
ず
れ
か
と
ほ
ぼ
常
に
並
ん
で
出
る
。BH

S

校
訂
者
は
最
初
のʼ orāḥôt

「
途
」
を
、

母
音
符
号
を
打
ち
替
え
てʼ orḥôt

「
隊
商
」
と
読
む
よ
う
提
案
し
、
日
本
語
訳
の
多
く
は
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
が
（
口
語
訳
、
新
共
同
訳
、
新
改

訳
２
０
１
７
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
、
岩
波
訳
な
ど
）、
こ
れ
を
支
持
す
る
写
本
や
古
代
語
訳
は
な
い
。BH

Q
 55*

参
照
。

（
8
） �

名
詞p

erāzôn

は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
と
後
出
の
士
五
11
に
の
み
見
ら
れ
る
語
で
、
そ
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
農
民
」（W

. Richter, 

Traditionsgeschichtliche U
ntersuchungen zum

 Richterbuch 

（BBB
18

）, Bonn 1966, 72; N
eef, D

eboraerzählung,31

な
ど
参
照
）、「
指

導
者
」（A

. W
eiser, D

as D
eboralied, ZAW

71 （1959

）, 76f; H
. Pfeiffer, Jahw

es K
om

m
en von Sӥden: Jdc 5; H

ab 3; D
tn

33 und Ps
68 

in ihrem
 literatur- und theologiegeschichtlichen U

m
feld 

（FRLA
N

T
 211

）, Göttingen 2005,35

な
ど
参
照
）、「
戦
士
」（P. C. Craigie, 

Som
e Further N

otes of the Song of D
eborah, VT

22 

（1972

）, 350

な
ど
参
照
）
な
ど
意
見
が
分
か
れ
る
。「
開
け
た
地
の
住
民
た
ち
」

と
い
う
試
訳
は
、
同
語
根
に
由
来
す
るp

erāzôt
「
開
け
た
（
城
壁
の
な
い
）
地
」（
エ
ゼ
三
八
11
、
ゼ
カ
二
8
、
エ
ス
九
19
）
やp

erāzî

「
城
壁

の
な
い
村
」（
申
三
5
、
サ
ム
上
六
18
）
と
の
類
比
に
基
づ
く
。Groß, H

T
hK

.A
T

, 298

な
ど
参
照
。

（
9
） �

動
詞qm

ty

に
付
さ
れ
て
い
る
マ
ソ
ラ
の
母
音
符
号
は
、
一
人
称
単
数
形
を
主
語
と
す
る
。
し
か
し
、
子
音
字
の
み
の
文
字
列
は
語
形
的
に
、
古

拙
な
二
人
称
女
性
単
数
形
「
あ
な
た
」
を
主
語
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
エ
レ
三
一
21
な
ど
）。GK

28 

§ 44 h; N
eef, D

eboraerzählung, 32; 

Lindars, Judges, 238

な
ど
参
照
。

（
10
） �

あ
る
い
は
、「
彼
（
＝
イ
ス
ラ
エ
ル
）
は
新
し
い
神
々
を
選
ぶ
」（
七
十
人
訳
な
ど
）。
ど
ち
ら
の
理
解
も
文
法
的
に
は
可
能
で
あ
る
。「
選

ぶ
」
を
基
本
的
な
意
味
と
す
る
動
詞bḥr

は
、『
士
師
記
』
で
は
本
箇
所
以
外
、
一
〇
14
に
の
み
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子

ら
」
を
主
語
、「
神
々
」
を
目
的
語
と
す
る
。
本
節
のbḥr

の
主
語
を
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
見
な
す
意
見
は
、
こ
れ
と
の
類
比
に
よ
る
。N

eef, 

D
eboraerzählung,33

な
ど
参
照
。
し
か
し
な
が
ら
、「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
に
お
い
て
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
よ
る
異
教
崇
拝
は
異
質
な
モ
チ
ー
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フ
で
あ
る
。A

. Scherer, Ü
berlieferungen von Religion und K

rieg. Exegetische und religionsgeschichtliche U
ntersuchungen zu Richter 

3-8 und verw
andten Texten （W

M
A

N
T

 105

）, N
eukirchen-V

luyn 2005, 119

な
ど
参
照
。

（
11
） �

原
文
のlāḥēm

を
、「
戦
う
」
を
意
味
す
る
語
根lḥm

か
ら
派
生
し
た
名
詞
と
解
す
る
。
シ
ラ
一
二
5
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
写
本
、
七
十
人
訳
の
バ
チ

カ
ン
写
本
（evpole,mhsan

「（
彼
ら
は
）
戦
っ
た
」）
な
ど
を
参
照
。
七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
写
本
で
は
、「
パ
ン
」（a;rton

）。
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ク
ス
ト
の
読
み
替
え
の
提
案
に
つ
い
て
は
、Lindars, Judges, 239-241

参
照
。

（
12
） � ṣāḥōr

は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
に
の
み
に
見
ら
れ
る
語
で
、
そ
の
正
確
な
意
味
は
不
明
で
あ
る
。「
白
い
」
と
い
う
訳
語
は
、
中
世
ヘ
ブ
ラ

イ
語
のṣaḥôr

「
明
る
い
、
白
い
」
か
ら
の
類
推
。

（
13
） �

動
詞śyḥ

が
表
す
の
は
、
熱
意
的
な
い
し
感
情
的
な
語
り
で
あ
る
と
さ
れ
（H

.-P. M
üller, D

ie hebräische W
urzel śyḥ, VT

19 

（1969

）, 

361-371

参
照
）、
文
脈
に
応
じ
て
、
神
称
賛
（
詩
一
〇
五
2
、
代
下
一
六
9
な
ど
）、
嘆
き
（
詩
五
五
18
、
ヨ
ブ
七
11
な
ど
）、
嘲
弄
（
詩

六
九
13
な
ど
）、
懲
戒
（
箴
六
22
な
ど
）
な
ど
を
意
味
す
る
。

（
14
） � m

ašʼāb

の
語
の
用
例
は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
の
み
で
あ
る
が
、「
水
を
汲
む
」
を
意
味
す
る
動
詞šʼb

（
創
二
四
11
、
サ
ム
上
七
6
な
ど
）

か
ら
の
派
生
語
と
見
な
す
。

（
15
） �

歌
を
「
語
る
」（dbr pi.

）
と
い
う
表
現
は
、
一
見
す
る
と
奇
異
な
印
象
を
覚
え
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
デ
ボ
ラ
」（debôrāh

）
と
の
語
呂

合
わ
せ
を
意
図
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。N

eef, D
eboraerzählung,36

参
照
。

（
16
） �

名
詞śārîd

は
、
主
に
戦
い
に
お
い
て
、
絶
滅
を
免
れ
た
者
を
表
す
（
民
二
四
19
、
申
二
34
、
ヨ
シ
ュ
八
22
な
ど
）。
本
箇
所
で
は
お
そ
ら
く
、
6

─
7
節
に
描
か
れ
て
い
る
全
住
民
を
襲
っ
た
危
機
的
な
状
況
か
ら
脱
し
た
者
た
ち
を
指
し
て
い
よ
う
。Groß, Richter, H

T
hK

A
T

, 321

参
照
。

BH
S

校
訂
者
な
ど
が
こ
れ
を
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
と
読
み
替
え
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
他
、
ヨ
シ
ュ
一
九
10
、
12
を
参
考
に
「
サ
リ
ド
」
と
い
う

町
の
名
と
解
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
（N

. N
aʼam

an, Literary and T
opographical N

otes on the Battle of K
ishon （Judges 

IV
-V

）, VT
40 （1990

）, 423ff

参
照
）、
そ
れ
ら
の
必
要
性
は
な
い
。
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（
17
） �
本
節
に
二
度
見
ら
れ
るy

erad

と
い
う
語
に
つ
い
て
、
ど
ち
ら
も
母
音
符
号
をyārad

と
読
み
替
え
、「
下
る
」
を
意
味
す
る
動
詞yrd

の
カ
ル
完

了
三
人
称
男
性
単
数
形
と
解
す
る
。Lindars, Judges, 250f; Groß, H

T
hK

A
T

, 299

な
ど
参
照
。「
支
配
す
る
」
を
意
味
す
る
動
詞rdh

の
ピ

エ
ル
未
完
了
形
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
（N

eef, D
eboraerzählung, 21.36f

な
ど
参
照
）、
こ
の
動
詞
が
前
置
詞le

を
と
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た

動
詞rdh
の
ピ
エ
ル
形
の
用
例
は
旧
約
中
に
見
ら
れ
な
い
。 

（
18
） �

マ
ソ
ラ
本
文
で
は
、節
の
前
半
と
後
半
を
区
切
る
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
ア
ト
ナ
ハ
（Atnach

）
が
「
民
」
に
付
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
語
は
直
後
の
「
ヤ

ハ
ウ
ェ
」
と
結
び
付
い
て
連
語
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ト
ナ
ハ
の
位
置
を
「
民
」
の
前
に
あ
る
「
貴
人
た
ち
の
も
と
に
」
に
移
す
。

（
19
） �

こ
こ
に
出
る
「
ア
マ
レ
ク
」
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宿
敵
で
、
ギ
デ
オ
ン
伝
承
に
お
い
て
も
ミ
デ
ィ
ア
ン
人
と
共
に
イ
ス
ラ
エ
ル
を
攻
め
た
東
方
の

諸
民
族
の
一
つ
（
士
六
3
、
七
12
な
ど
参
照
）
と
捉
え
る
と
、
エ
フ
ラ
イ
ム
族
に
属
す
る
者
た
ち
に
つ
い
て
語
る
本
箇
所
で
は
意
味
を
な
さ
な

い
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
読
み
替
え
が
提
案
さ
れ
て
き
た
。
読
み
替
え
の
提
案
の
一
覧
は
、H

.-D
. N

eef, Ephraim
. Studien zur G

eschichte 

des Stam
m

es Ephraim
 von der Landnahm

e bis zur frühen K
önigszeit 

（BZA
W

 238

）, Berlin/N
ew

 Y
ork 1995, 162ff; Lindars, Judges, 

252f

な
ど
参
照
。
し
か
し
な
が
ら
、
士
一
二
15
に
は
小
士
師
の
一
人
で
あ
る
ア
ブ
ド
ン
の
埋
葬
場
所
と
し
て
、「
ア
マ
レ
ク
人
の
山
に
あ
る
エ
フ

ラ
イ
ム
の
地
の
ピ
ル
ア
ト
ン
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
こ
れ
と
の
関
連
で
「
ア
マ
レ
ク
」
を
捉
え
る
と
、
テ
ク
ス
ト
の
読
み
替
え
を
行
う
必
要

は
な
い
。J. A

. Soggin, A
m

alek und Ephraim
, Richter 5,14, ZD

PV
98 （1982

）, 58-62

な
ど
参
照
。

（
20
） �

原
語
のsōpēr

に
つ
い
て
、
ア
ッ
カ
ド
語
のšapāru

と
の
類
比
か
ら
、「
支
配
者
」
の
意
味
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
（
新
共
同
訳
、
岩
波

訳
な
ど
参
照
）、「
書
記
」
を
、
王
下
二
五
19
に
あ
る
よ
う
な
徴
兵
を
担
当
す
る
高
官
と
見
る
こ
と
で
十
分
に
意
味
を
な
す
。Lindars, Judges, 

255; BH
Q

 60*

な
ど
参
照
。

（
21
） �

七
十
人
訳
、
ペ
シ
ッ
タ
、
ウ
ル
ガ
タ
な
ど
は
、
マ
ソ
ラ
本
文
のśāray

「
わ
が
官
吏
た
ち
」
を
複
数
連
語
形
のśārê

に
読
み
替
え
て
い
る
。

Lindars, Judges, 255-256; N
eef, D

eboraerzählung, 39, A
nm

. 56; Groß, H
T

hK
A

T
, 300

な
ど
参
照
。

（
22
） �

原
語
のb

eraglâw

は
し
ば
し
ば
、「
彼
の
後
に
従
っ
て
」（
士
四
10
、
八
5
な
ど
参
照
）
と
訳
さ
れ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
「
彼
」
が
誰
を
指
す
か
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が
定
か
で
は
な
い
。
試
訳
は
、W

. Groß, H
T

hK
A

T
, 300

に
従
っ
て
、
こ
れ
を
文
字
通
り
に
「
彼
の
足
で
」
＝
「
徒
歩
で
」
と
解
す
る
。
こ
れ

に
よ
り
、戦
車
を
持
っ
て
い
た
も
の
の
、戦
い
に
敗
れ
て
「
徒
歩
で
」
敗
走
す
る
こ
と
に
な
る
シ
セ
ラ
（
士
四
15
、17
参
照
）
と
の
対
比
が
際
立
つ
。

（
23
） �

16
節
ｂ
と
の
並
行
を
踏
ま
え
て
、
若
干
の
写
本
や
ペ
シ
ッ
タ
と
共
に
、ḥoq

「
定
め
」
を
16
節
ｂ
と
同
じḥeqæ

r

「
探
り
」
へ
と
読
み
替
え
る
べ

き
と
す
る
意
見
も
あ
る
が
（Lindars, Judges, 259

な
ど
参
照
）、
七
十
人
訳
で
も
両
箇
所
に
は
別
語
が
充
て
ら
れ
て
お
り
、
マ
ソ
ラ
本
文
を
読

み
替
え
る
必
要
は
な
い
。BH

Q
 61*

な
ど
参
照
。

（
24
） �

原
語
のm

išp
etayim

は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
と
創
四
九
14
に
の
み
に
見
ら
れ
る
語
で
、
そ
の
詳
細
な
意
味
は
不
明
で
あ
る
（
な
お
、
エ
ゼ

四
〇
43
、
詩
六
八
14
のš

epattayim

も
参
照
）。
七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
写
本
で
はmosf

aqaim

と
音
写
さ
れ
、
バ
チ
カ
ン
写
本
で
は

digomi,a

「
二
つ
の
荷
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
動
物
の
背
の
左
右
に
か
け
る
「
二
つ
の
荷
袋
」
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
試
訳
は
、
強

盗
や
略
奪
者
な
ど
の
危
険
が
生
じ
た
場
合
に
口
笛
や
叫
び
声
で
群
れ
を
素
早
く
駆
り
立
て
て
保
護
す
る
た
め
の
「
二
重
の
囲
い
、
柵
」
と
見
る

立
場
を
採
る
。
こ
の
語
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
に
つ
い
て
、Lindars, Judges, 260-261

な
ど
参
照
。

（
25
） �

語
根dhr

に
由
来
す
る
名
詞* daharāh

が
二
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る（
旧
約
聖
書
中
の
用
例
は
本
箇
所
の
み
）。同
語
根
の
動
詞
と
し
て
の
用
例
は
、

旧
約
聖
書
中
、
ナ
ホ
三
2
の
み
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
も
戦
い
に
お
け
る
馬
の
疾
走
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

（
26
） �

原
語ʼ abbîr

の
基
本
的
な
意
味
は
「
強
い
」。
本
箇
所
と
同
じ
よ
う
に
、
馬
の
形
容
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
エ
レ
八
16
、
四
七
3
、
五
〇
11
。

（
27
） �

語
根hlm

「
打
つ
」（
士
五
22
、
26
参
照
）
に
由
来
す
るhalm

ût
は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
の
み
に
見
ら
れ
る
語
。
並
行
す
る
士
四
21
で
は
、

作
業
用
の
槌
を
表
すm

aqqæ
bæ

t

（
用
例
は
他
に
、
王
上
六
7
、
イ
ザ
四
四
12
、
エ
レ
一
〇
4
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
28
） �

原
文
は
語
根šdd

の
カ
ル
受
動
分
詞
で
、
し
ば
し
ば
「
息
絶
え
た
」（
新
共
同
訳
、
聖
書
協
会
共
同
訳
）、「
打
ち
殺
さ
れ
た
」（
岩
波
訳
）
な
ど
と

訳
さ
れ
る
が
、
こ
の
動
詞
は
一
般
的
に
、
戦
争
に
お
け
る
略
奪
な
い
し
破
壊
を
表
す
（
イ
ザ
三
三
1
、
詩
一
三
七
8
な
ど
参
照
）

（
29
） �

本
節
で
は
、「
窓
」
を
表
す
の
に
、
語
根ḥll

「
穿
つ
」、「
貫
く
」
に
由
来
す
るḥallûn
と
、
語
根nšb

「（
風
が
）
吹
く
」
に
由
来
す
るʼ æ

šnāb

と

い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
語
の
並
行
は
、
箴
七
6
に
も
見
ら
れ
る
。「
窓
」
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
る
の
は
、
神
殿
や
宮
殿
な
ど
の
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比
較
的
大
き
な
建
造
物
の
場
合
で
あ
る
。
窓
か
ら
「
眺
め
下
ろ
す
」（šqp nif.

）
と
い
う
表
現
は
、
創
二
六
8
、
サ
ム
下
六
16
＝
代
上
一
五
29
、

王
下
九
30
、
箴
七
6
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
窓
が
専
ら
上
階
に
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
30
） �

語
根ybb pi. 

は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
に
の
み
見
ら
れ
る
語
彙
で
あ
る
。
同
語
根
の
ア
ラ
ビ
ア
語ʼ abbaba

「
大
声
で
叫
ぶ
」、
エ
チ
オ
ピ
ア

語yab

（b
）aba
「
歓
声
を
上
げ
る
」
な
ど
と
の
類
比
か
ら
、「
嘆
く
」、「
大
声
で
叫
ぶ
」
な
ど
の
意
味
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
を
語
根nbṭ hif.

「
眺

め
る
」
と
読
む
よ
う
提
案
す
る
者
も
い
る
。

（
31
） �

形
容
詞ḥākām

「
賢
い
」
の
女
性
複
数
形
が
、「
彼
女
の
女
官
吏
の
」（śārôtæ

̂hā

）
と
い
う
人
称
接
尾
辞
を
伴
っ
た
部
分
を
示
す
属
格
に
よ
っ
て
、

最
上
級
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。GK

28 

§ 133 h

を
参
照
。

（
32
） �

山
吉
智
久「『
彼
ら
は
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
目
に
悪
を
行
っ
た
』─
士
師
記
の『
循
環
的
』定
式
─
」、『
北
星
論
集
』五
八（
二
〇
一
八
年
）、三
〇
頁
な
ど
参
照
。

（
33
） �「
デ
ボ
ラ
の
歌
」
の
文
学
的
な
構
成
に
つ
い
て
は
、
注
解
書
以
外
に
、P. R. A

ckroyd, T
he Com

position of the Song of D
eborah, 

VT
2 

（1952

）, 160-162; A
. Globe, T

he Literary Structure and U
nity of the Song of D

eborah, JBL
93 

（1974

）, 495-496; U
. 

Bechm
ann, D

as D
eboralied zw

ischen G
eschichte und Fiktion. Eine exegetische U

ntersuchung zu Richter 5, St. O
ttilien 1989, 80-103; 

S. Becker-Spörl, „ U
nd D

ebora sang an jenem
 Tag.“ U

ntersuchungen zu Sprache und Intention des D
eboraliedes （Ri5

） （Europäische 

H
ochschulschriften X

X
III/620

）, Frankfurt 1998, 107-162; M
. A

. V
incent, T

he Song of D
eborah. A

 Structural and Literary 

Consideration, JSO
T

91 

（2000

）,61-82; N
eef, D

eboraerzählung, 23-25; S. Frolov, Judges 

（FO
T

L 6B

）, Grand Rapids 2013, 

126-130; I. K
nohl, T

he O
riginal V

ersion of D
eborah’s Song, and its N

um
erical Structure, VT

66 （2016

）,51-55

な
ど
参
照
。

（
34
） �P. Guillaum
e, W

aiting for Josiah. The Judges 

（T
he Library of H

ebrew
 Bible/O

ld T
estam

ent Studies 385

）, London/N
ew

 

Y
ork 2004,31

参
照
。

（
35
） �

サ
ム
下
二
〇
章
で
は
、
ダ
ビ
デ
に
反
旗
を
翻
し
た
シ
ェ
バ
が
い
る
町
を
包
囲
し
た
ヨ
ア
ブ
に
対
し
て
、
あ
る
一
人
の
「
賢
い
女
」
が
叫
び
声
を
上

げ
て
、「
町
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
母
」
の
た
め
に
交
渉
を
行
い
、
反
逆
し
た
シ
ェ
バ
の
首
を
は
ね
て
、
城
壁
の
上
か
ら
ヨ
ア
ブ
の
も
と
に
投
げ
落
と
す
。
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（
36
） �
士
二
16
、
18
、
三
10
、
一
二
7
、
一
五
20
、
一
六
31
参
照
。
山
吉
「
循
環
的
定
式
」、
三
〇
頁
参
照
。

（
37
） �
他
に
は
、
詩
八
三
10
に
お
い
て
、
こ
の
時
の
出
来
事
を
回
顧
し
て
、「
キ
シ
ョ
ン
川
で
の
シ
セ
ラ
と
ヤ
ビ
ン
の
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
る
。

（
38
） �

こ
の
「
ハ
ロ
シ
ェ
ト
・
ハ
ゴ
イ
ム
」
は
、
旧
約
聖
書
中
、『
士
師
記
』
四
章
の
文
脈
上
で
の
み
言
及
さ
れ
る
地
名
で
あ
り
（
13
、
16
節
）、
さ
ま

ざ
ま
な
同
定
が
試
み
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
正
確
な
場
所
は
不
明
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
に
つ
い
て
は
、E. Gaß, D

ie O
rtsnam

en des 

Richterbuchs in historischer und redaktioneller Perspektive （A
D

PV
35

）, W
iesbaden 2005, 236-240

参
照
。

（
39
） �

山
吉
「
循
環
的
定
式
」、
三
一
頁
な
ど
参
照
。

（
40
） �M

. N
oth, D

as System
 der zw

ölf Stäm
m

e Israels 

（BW
A

N
T

 52

）, Stuttgart 1930, 36; S. Beyerle, A
rt., M

achir, N
BL II, 681-682

な

ど
参
照
。

（
41
） �M

. Görg, A
rt., Gilead, N

BL I, 844
な
ど
参
照
。

（
42
） �N

eef, D
eboraerzählung, 170; Gaß, O

rtsnam
en, 93-100 

参
照
。

（
43
） �N

eef, D
eboraerzählung, 170; Gaß, O

rtsnam
en, 90-93

参
照
。

（
44
） �N

eef, D
eboraerzählung, 168f; Gaß, O

rtsnam
en, 254f; ders., T

he D
eborah-Barak Com

position 

（Jud 4-5

）. Som
e T

opographical 

Reflections, PEQ 149 （2017

）, 328f

参
照
。

（
45
） �N

eef, D
eboraerzählung, 167; Gaß, O

rtsnam
en, 251-254

参
照
。

（
46
） �

原
語
のś

em
îkāh

は
、
旧
約
聖
書
中
、
本
箇
所
の
み
に
用
い
ら
れ
る
語
。
二
つ
の
写
本
で
は
、
最
初
の
子
音
が
ス
ィ
ン
で
は
な
く
サ
メ
ク
で
書
か

れ
て
い
る
。
語
根sm

k

と
同
語
根
の
ア
ッ
カ
ド
語
は
、sam

aku

（m

）「
上
覆
い
」（A

H
w

 1017a

参
照
）。
七
十
人
訳
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
写

本
で
は
、de,rrij

「（
天
幕
の
）
皮
」、
七
十
人
訳
の
バ
チ
カ
ン
写
本
で
は
、evpibo,laion

「
覆
い
」。

（
47
） �

動
詞ʻ m

d

の
命
令
形
だ
が
、
男
性
形
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
で
あ
る
ヤ
エ
ル
へ
の
言
葉
で
あ
る
た
め
、BH

S

校
訂
者
は
、
ペ
シ
ッ
タ
、
タ
ル
グ
ム

を
参
考
に
、
女
性
形
に
読
み
替
え
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
独
立
不
定
詞
に
読
み
替
え
る
解
決
案
も
あ
る
（GK

28 

§ 113bb

参
照
）。
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